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＜連絡事項＞

・アルコールプログラムについて

5月28日木曜日に三浦由紀様入院予定です。アルコールプログラムでパスシートを仮という形で作成しています。（H21年度のファイルに保存しています。）入院時に諸検査や治療方針を確認の上作成しご本人にお渡し下さい。

＜注目患者様ケース検討＞

・平　勝利様（65）統合失調症

昭和39年10月(20歳の時)に閉鎖病棟に入院後、現在まで約40年以上病棟生活を送っていましたが、今回、開放的環境での治療目的にて、北病棟に転入（平成21年5月21日）となりました。転入後、一週間が経ちましたが病棟生活の日課を理解出来ず介入を要している状態です。

・問題点について→40年間の入院生活をしている事で社会生活を離れている為、

一般的な日常生活内で必要な事の知識が欠如している。

・5/26(火)ご家族から小遣い銭を頂いた為、スタッフ付き添いにて買い物に行っています。前日スタッフとよこまちストアへ行き欲しい物のメモを取っていた為、スムーズに購入出来ています。一万円札での支払いだった為、そのまま支払い、おつりを受け取って帰院しています。小遣い帳の記入時、お金の見分け方がわからない様子で、本人に金額を言ってもらうが「十円を百円や、千円札を壱万円札だ」と答え、繰り返し教える事で理解出来ていました。買い物の感想に表情硬くして「難しいな。車が多いし」と伝えているとの事です。また、漢字の読み書きは細かく説明して手本の様にまねて字が書けており氏名は漢字で書くことが出来ているとの事です。

· 今後の介入について

· まずは病棟日課に慣れてもらう。

· 本人の能力、理解力の程度を把握（どの程度理解でき、どの程度できるのか）し、その程度に合わせ、一つずつ説明しながら介入していく。

· 本人の負担とならないよう、たくさんの事を一度に行わない様にしていく。

（ストレスとなり、大声で怒鳴り、易怒的となった事があるとの事。ＯＴからの情報。）

＜Ｄｒ川端ケースカンファ＞

· 清川　厚子様～6/12～14日の外泊許可が出ていますが、6/6～6/7にも外泊希望　

されている事、外泊理由については、「自由に出来る」や「美味しい物が食べられる」等と話されていた事を情報提供しています。

→前回の退院後、生活の乱れ（日課を行わない、入浴しない等）により悪影響を及ぼし、入退院を繰り返している方である為、入院の必要性（なぜ入院しているのか）を振り返るよう介入し、目的を持って外泊にて行くよう関わりを持ってください。

また、本人の好きな事（カラオケなど）で気分転換を図れるよう検討してください。

・山火　るい子様～5/23(土)保護者の弟様の面会あり。娘様より外出泊の希望があった際は、許可するが、弟様にも連絡を下さいとの事であった事を情報提供。

　　　　　　　　→緊急連絡先を早急に確認してください。（弟様の自宅に連絡するが、繋がらない事が多い為。携帯番号等）

・柳杭田かつ子様～現在、体重減少しており、また、食後の血糖値が高い事から、インスリンが不足が考えられる為、糖尿の内服薬の処方を検討しています。

・生活習慣改善プログラム対象者：東海林康之様、滝澤久江様、戸賀沢潔様、

清川厚子様、柳杭田かつ子様

参加許可頂きました。

＜Ｄｒ川端の診察情報＞

・小坂　君子様～5／31・10時から14時迄の外出許可出ています。買い物を目的とし、外出訓練するという事です。昼食は外食してくるとの事です。また、本人から目のかすみを訴え聞かれ、サンコバ点眼液1本処方となっています。

・柳杭田かつ子様～食後2時間値の血糖値が高値である事から、

内服薬べスタミオン(0.2)　3Ｔ　3×毎食食前　7日分

今日の夕から臨時処方となっています。

また、6/1(月)、日内変動（デキスター）を行う事となります。「8時、10時、12時、14時、18時、20時、24時」実施です。

・浅野　秀子様～本人からナパゲルン軟膏の処方希望あり、1本処方となっています。また、歯茎の痛みが改善傾向の為、粥食から普通食の希望聞かれ今日の夕食から変更としています。引き続き、食事状況の観察をしていきましょう。
・清川　厚子様～6／6～6／7の外泊希望理由について、「毎日同じ事ばかりしている、不安、我慢できない」と言われています。入院している理由について説明を受け、また、外泊は1ヶ月に1回のペースで行っていく事、普段の生活でできている事を長く続けられるようにしましょうとアドバイスを受け了解しています。外泊は却下となっています。
＜ＯＴ一週間の報告、検討＞
· 平　勝利様～ＯＴは、出来る作業（塗り絵、貼り絵、軽作業）を提供することで

　　　　　　　　現在の能力を低下させない様にしていきます。病棟が変わってからは、表情の硬さがありテーブルに伏している様子が多く見られるので、病状の変化を観察しています。
・蛯名　勝幸様～「退院に向けての作業を提供したい」と伝えたら本人から「いらない。」と答えられていますが、今後具体的な内容を検討していきます。ＯＴの目標は活動性と休息のバランスを自己コントロール出来るを考えていく事としています。

















































